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川崎市市民ミュージアムについて 

資料 市民ミュージアム 台風第１９号による浸水への対応について

参考資料１ 台風第１９号の影響による市民ミュージアムの休館について（10 月 13 日）

参考資料２ 台風１９号による浸水に関する市民ミュージアムの状況について（10 月 18 日）  

参考資料３ 台風第１９号被災美術品及び文化財の救援に係る支援について（依頼） 

（10 月 23 日） 

 参考資料４ 文化庁報道発表資料（10 月 25 日） 

市 民 文 化 局 

（令和元年１０月３１日）
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１ 被害の概要 

10 月 12 日（土）に上陸した、台風第 19号の大雨の影響により、市民ミュージアムが

浸水等の被害を受けました。 

(1) 施設の被害 

地階部分に雨水が大量に入り込んだことにより、諸室（機械室、 電気室、発電機室

等）が水没し、館内の電気設備や空調が使用不能となりました。  

(2) 収蔵庫の被害 

地階にある９つの収蔵庫も全て浸水し、収蔵品にも浸水の被害を確認しました。

２ これまでの対応  

12 日午後８時 地下への大量の水の流入を指定管理者が確認 

13 日午前   消防による排水作業開始 

 13 日    議会への情報提供、報道投げ込み（第１報） 

14 日深夜  国土交通省による排水作業開始  

18 日昼前   収蔵庫内の状況確認 収蔵庫内への浸水確認 

18 日     議会への情報提供、記者レク（第２報） 

18 日       寄託者・寄贈者への連絡開始 

19 日     収蔵庫からの搬出路確保のための作業開始 

22 日  収蔵品の一部搬出（未整理室内の未展示作品、映像フィルムの一部） 

23 日     文化庁へ救援等にかかる技術的支援の要請 

24 日     文化庁文化財等災害対策委員会により技術的支援を実施決定 

24 日     文化庁から国立文化財機構へ技術的支援の協力依頼 

３ 当面の取組 

収蔵庫からの収蔵品の搬出及び修復に向け、専門家の助言を受けながら次の取組

を実施してまいります。 

(1) 収蔵品の被災状況の全容を速やかに確認 

(2) 収蔵品の搬出及び修復等に向けたロードマップの構築 

(3) 収蔵品の搬出及び応急処置に向けた環境の整備 

(4) 収蔵品の搬出及び応急処置の実施 

(5) 収蔵品の修復等 

４ 取組体制 

  専門家等をはじめとする対外的な調整に適切かつ迅速に対応できるよう、庁内体

制を早急に整えます。 

市民ミュージアム 台風第１９号による浸水への対応について                 

市民ミュージアムの概要 

所在地：中原区等々力２－２ 

規 模：地下１階、地上３階建 

敷地面積：25,358 ㎡ 

延床面積：19,542 ㎡ 

開 館：1988（昭和 63）年

収蔵品 総点数 約 259,800 点（平成 30 年 3 月 31 日）

考古     約 72,000 件  

歴史     約 29,350 件  

民俗     約 21,200 点 

美術文芸   約 11,500 点 

グラフィック 約 10,000 点 

写真     約 20,250 点 

漫画     約 64,000 件  

映画     約 12,500 点 

ビデオ    約 19,000 点 

地下ドライエリア浸水 13日時点

収蔵庫６の内部 (23日)収蔵庫３の扉 (18日) 

地下ドライエリア排水後 (23日)

地下ドライエリア 

改善後 （23日）収蔵庫の通路 (18日)収蔵庫２の内部 (18日)

地下ドライエリア浸水 (13日)

写真① 写真②

写真③ 写真④

写真⑤ 写真⑥ 写真⑦
写真①②
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令和元年１０月１３日 

 川崎市議会議員各位

市 民 文 化 局 長 

    台風第１９号の影響による市民ミュージアムの休館について 

 川崎市市民ミュージアムは、台風第 19 号により、施設の一部が水没し、それに伴い

設備等が損傷したため、当面の間休館させていただきますので、お知らせいたします。 

１ 休館期間 

施設、設備等が復旧するまでの当面の間 

２ 被害の概要 

(1)  屋外駐車場から、地階部分に雨水が大量に入り込んだことにより、諸室（機械室、

電気室、発電機室等）が水没しました。 

そのため、現在のところ、館内の電気設備や空調が使用不能となっています。 

なお、収蔵庫も地階にありますが、気密性の高い構造のため、排水作業が完了後、

内部の調査を行う予定です。 

(2)  外壁の一部剥離 

逍遥展示空間側上部の外壁の一部が剥がれており、落下の危険性があります。 

３ 本市の対応 

10 月 13 日（日）午前からポンプ車による排水を開始していますが、排水の完了に

は数日間かかる見込みです。 

排水完了後、設備点検を実施した上で、復旧の見通しを検討する予定です。 

外壁の剥離への対応については、復旧に向けて調整を行っています。その間の安全

確保策として、周辺一帯に立入禁止区域を設けています。 

川崎市市民文化局市民文化振興室  

担当 永石 

電話 044-200-2294（直通） 

090-7834-3092（携帯） 
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令和元年１０月１８日 

 川崎市議会議員各位

市 民 文 化 局 長 

台風１９号による浸水に関する市民ミュージアムの状況について 

 川崎市市民ミュージアムは、台風 19 号により、施設の一部が水没し、それに

伴い設備等が損傷しました。 

 １８日（金）昼前から順次、水の引いた地下収蔵庫の扉を開け、各庫内の様子

を確認したところ、内部の物が散乱している状況です。 

 今後、より詳細な調査を進め、被災した収蔵品については、国等の支援をいた

だきながら、対応してまいります。 

なお、電気設備が不能なため、館内全ての照明が止まり、浸水した場所も、収

蔵品を含め様々な物が散乱しており、館のセキュリティーの面からも、館内の立

ち入りは御遠慮いただいておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

川崎市市民文化局市民文化振興室  

担当 永石 

電話 044-200-2294（直通） 
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市民ミュージアム 地階 平面図 
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市民ミュージアムの地階の状況写真 

●整理室扉 

●収蔵庫通路 
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●収蔵庫２の様子 

●収蔵庫３の扉 
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